
令和５年度 長崎県柔道場連盟総会（議事録）

                              日時：令和５年４月 22日（土）

                               場所：県営野球場 第１会議室

                               時間：14:00～15：15

１．開 会

阿野理事長：会務の議長となり進行を行う。

２．挨 拶

本村会長：本日は県内各地から先生方に集まりいただき感謝申し上げる。3/26にメモリード杯少年柔道大会

が盛会裏に終了した。本日の総会にあたり、活発な意見をいただき、これからの少年柔道の発展

に努めたいのでよろしくお願いする。

大会成立

阿野理事長：本日は出席 26、委任状 30名、合計 56名で会員の過半数を満たしており、大会は成立してい

ることを報告する。

《報告事項》

（１）令和４年度会務・決算・監査報告

会務報告：資料により阿野理事長が説明。

会計報告：資料により松本会計が説明。収支決算額は 6,312,478円となり、2,947,128円を翌年度繰越金と

する。

監査報告：大串智治監事が欠席のため松本会計から適正な監査を受けたと報告あり。

（２）道場連盟普及・強化委員会報告

桂雄剛強化副委員長：資料により報告。

※阿野理事長：説明について皆さんからの質疑等は？ → 質疑なく「承認」となった。

《協議事項》

（1）令和５年度事業計画・収支予算案

阿野理事長：事業（案）について資料により説明。

●柔道大会の開催及び後援

   ①第 35回九州少年柔道大会（予定） 7/1～7/2 諫早市小野体育館

    ※5/7に九州少年柔道場連盟役員会を開催し態度を決定する。

②NCC杯柔道大会 2/18 県立総合体育館

③第 34回メモリード杯長崎県柔道場連盟少年柔道大会 3/23、24 県立総合体育館

   ④令和５年度県中学校総合体育大会予選大会 6/10 県立総合体育館

   ※男女各２チームの申し込みがあっているので、団体戦及び個人戦の試合を実施する。本戦には優勝者

のみが出場できる。

松本会計：収支予算（案）について資料により説明。予算として収入額 4,207,138円、

支出額 4,207,138円（繰越金 2,947,128円）



近藤副会長：強化費の予算は？

松本会計：過去には 80万円としていたが、前年度の決算が 532,380円により 70万円を計上した。

近藤副会長：予算額の内訳をもう少し詳細に記載した方が解りやすいと思う。

松本会計：次回から修正する。

（2）Ｎマーク強化練習・強化合宿について

桂副委員長：五島合宿を 7/28～7/30で予定しているが、有名選手を招聘して柔道教室を開催予定である。

近藤副会長：柔道教室は特定の選手を対象とするのはおかしい。本来なら普及事業として県協会と連携して

誰もが参加できる場所で実施しなければいけないと思う。

本村会長：講師の選考に問題があると思う。そもそも 3月に開催した常任理事会で協議した折、廃案と

なったと理解していたが。本県出身者でオリンピック金メダリストの永瀬貴規選手がいる

じゃないか。

阿野理事長：柔道教室は再度、内容を練り直し検討します。

※阿野理事長：これまでの説明について皆さんからの質疑は？ → 質疑なく「承認」となった。

（3）その他

①役員について：新たに審判部の部長として桂孝道先生を選出した。各地区の役員体制が変更した場合には

事務局に連絡をしてほしい。

②審判規定（申し合わせ事項）：片ひざを着いて施す背負投等は、今回のメモリード杯大会から、一度目は

「教育的指導」をとり、二回目から「指導」とした。今後はどのようにするか？

⇒出席した委員の多くが、今回のとおり（一度目は教育的指導）を希望したので、今後も同様な取り扱いと

することを確認した。

③N マーク選手の取り扱いについて：N マークとなった選手が理由なく合同練習に参加しない場合は強化

選手の指定を外すこととする。また、このことを会則の中に明記することとする。

④九州少年柔道大会について：本日の総会では開催予定としているが、正式には 5/7に開催される九州少年

柔道場連盟の役員会にて決定がされる。個人的（阿野理事長）には３年ぶりの大会であり、コロナ感染を

考慮して団体戦を実施せず、個人戦のみとしてはどうかと考えている。

⇒本村会長：せっかくの大会であり団体戦もしてよいと思う。他地区も同様だろう。

本村会長：日整全国少年柔道大会の県代表選考方法にクレームを佐原会長へ投書した者がいる。また、Nマー

ク強化練習のあり方について全柔連に投書した者がいる。誰の仕業かは見当がついているが、意見

があるなら直接連盟に言うべきだ。こんなことをして迷惑な話である。

阿野理事長：今後は理事長を窓口に意見、相談をして対応をしていく。

鹿摩先生：大音寺養正館が今年をもって閉館する。伝統ある道場であるが継続できなくなった。

近藤副会長：要望であるが、名前は残し、どこかの道場で継続できたらよいと思うが。

阿野理事長：その他に皆さんからの意見等はないか？ → 無し

～議事終了～


